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クルマエビの神経分泌に関する研究一Ⅵ

体重，性別および触角の長さ等とＰＡＳ陽性物質量との

相関性の検討

中村 薫＊

StudiesontheNeurosecretionofthePrawn,伽α‘"s〃0"伽Ｂ､一ＶI

CorrelationsbetweentheBodyWei9ht,theSexDifmerence,theAntenna

andaQuantityofthePAS-PositiveGranulesinthePAS-Cells

KaworuNAKAMuRA＊

Abstract

ExaminationswerecarriedouttoclarifytherelationshipsofthePAS-cells,locatedonthe

ventro-posteriorofthesupraoesophagealganglionoftheprawn,伽α“〃0伽“Ｂ､,withthe

bodyweight,thesexandtheantenna（theendopoditeofthe2ndantenna)．Theanalytical
methodswerethesameasinthepreviousreports・Fortheantenna，the2indexes，ｓｕｃｈａｓ

ＡＳＩ(antennal-somaticindex)ａｎｄＡＬ(antennallength),wereintroduced・

NorelationshipwasfbundbetweenthesexdifIbrenceandthequantityofthePAS-positives

inthecells・Butfbrthebodyweight，thelargertheweights，thehigherthevalueswereob-

servedwithahighfrequency,ａｎｄitseemsthatthePAS-cellswouldbeundertheinHuenceof

unknownfactor(s)moreseverelyinthelargerones・

Nocorrelationswerefbund，too，betweentheASI，ｔｈｅＡＬａｎｄｔｈｅｑｕａｎｔｉｔｙｏｆｔｈｅＰＡＳ－

ｐｏsitives･Ｉｔｓｅｅｍｓ，therefbre，thatthePAS-cellsmayhavenophysiologicalrelationshipwith
theantenna・

Ｆｏｒｔｈｅｓｐｅｃｉｍｅｎｓｉｎｗｈｉｃｈｔｈｅｈｉｇｈｖalueswereobserved，ｔｈｅｉｎｄｅｘｏfthesecretoryac‐
tivitiesinthecellswascalculated,anditrevealedthatthesecretionwouldbecomemoreactive

accordingtobodygrowth．

先の実験1)において個体間のＰＡＳ陽性物質の量的差異は，個体の大きい程，著しいこと

が示された．今回は当該物質が体重，或いは性別とどの様な量的関連をもっているかに関し

て調べ，加えてクルマエビの健康状態を知る上で一つの指標ともされる触角の長さとの関連

性を検討した．

実験方法

材料には1974年7-10月に予備飼育したクルマエビ，Ｐ.ｊ”0"jC"ｓＢ.より体重が0.8-13.1

＊鹿児島大学水産学部増殖生理学研究室(Lab､ofPropagationPhysiology,Fac・ｏｆFisheries,Ｔｈｅ

Univ・ofKagoshima,Kagoshima,Japan）
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lPAS-positives＊

2０

Ｆｅｍ河lｅ

Table１．Relationshipsbetweenthebodyweight，ｔｈｅｓｅｘａｎｄａｑｕａｎｔｉｔｙｏｆｔｈｅＰＡＳ‐
positivegranulesinthePAS-cells．
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Index*＊＊

ｇの個体を選び，性別を照合して早合各50個体を組織標本とした．又，各体重における

ＰＡＳ細胞の分泌活性を把握する目的で，特にＰＡＳ陽性物質の多く認められた個体につい

て，体重を考慮して10個体を選び，細胞中に占める当該物質の容積的割合（分泌指数）を求

めた．以上の諸操作は先報2）と同様にｐＡＳ（過沃素酸ScHIFF）染色処理の組織標本より

食道上神経節腹面後部の該当部位を拡大複写して，その複写像を比較計量する方法に従った．

触角に関しては第２触角内肢の鞭状節を基部切断し，その重量と長さを各々両側合計した値

を求め，触角指数antennal-somaticindex,ＡＳＩ（触角重×100/体重）および触角長(ｍ、）

antennallength,ＡＬを算出した．なお食道上神経節より派出する主な神経に関してその同

定をおこない，特に触角へ分布する分枝に留意した．

結 果

体重，性別とＰＡＳ陽性物質量との関係をＴａｂｌｅｌに示した．個体が大略同じ大きさであ

れば早合の当該物質量に差は認められない．一方，個体が大きい程，当該物質の出現頻度は

高く，且つその量も多いことが示される．

ＰＡＳ陽性物質量の多く認められた，体重の異なる10個体に関してＰＡＳ細胞と当該物質

との容積計量値をＴａｂｌｅ２に示した．当該物質は早合に関わらず，個体の大きさに依っての

み，その値（絶対値）は決まり，且つ個体が大きい程，高い値を示す傾向が認められる．し

かし当該物質の，細胞に対する容積比（この場合，近似的に最大分泌指数を意味すると考え

られる）は個体の大きさとは前者（絶対値）程の関係は無く，体重２９の個体で2.8-7.3％，

11-139の個体では7.3-13.8％の値となる．しかし個体が大きい程，指数が高くなる傾向は

認められる．

触角指数（ＡＳＩ），触角長（ＡＬ）とＰＡＳ陽性物質量との関係をＴａｂｌｅ３に示した．

両指数とも当該物質との間に相関性は認められない．なお触角付近へ分布する，食道上神経

節派出の神経をFig.１に示した．第２触角内肢には外肢神経の分枝が認められる．

Table２．IndexoftheapproximatemaximalsecretionofthePAS-cells．
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specimensbytranscriptiｏｎ

＊＊＊：Aweight-ratioofthePAS-positivegranulestothePAS-cells．

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１



１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

2２ 鹿児島大学水産学部紀要第24巻（1975）

Table３．Relationshipbetweenthe2indexesofthe2ndantennaandaquantityofthe
PAS-positivegranulesinthePAS-cells．
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Fig.１．Diagramofthemalnnervessentoutfromthesupraoesophagealganglion・Abbrev.，
ant､1ｍ.､.：lstantennalmotornerve，ant・ln.：lstantennalnerve，ant､2endo.､.：２nd

antennalendopoditenerve，ant､2exo.､.：２ndantennalexopoditenerve，ant,91.,.：
antennalglandnerve,ｃ､c､：circumoesophagealconnective,ocu.、.、.：oculomotornerve，

olfl.：ｏ脇ctorylobe,opt.､.：opticnerve．
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考 察

ＰＡＳ陽性物質の最高値（絶対量）が体重の相違により左右されることは器官・組織の成

長の側面より考えて当然なことと云える．しかし，その出現頻度が個体の大きい方に高いこ

とは何らかの要因，生理的内因或いは環境条件等の外因，によってＰＡＳ細胞が特に成長に

付随して影響を受け易くなることを示唆するものと考えられる．分泌指数に関しては，ＰＡ

Ｓ細胞に関連した作用因子が未知状態である点を考慮すると，得られた値は最高の分泌時を

意味するものではない．しかし，ここに示された値は経験上の判断によると，近似的に最大

分泌活性（与えられた体重における）を示すと解釈してよく，個体が大きい程指数は高くな

る傾向をもつことから，当該細胞には成長に伴なった分泌活動の冗進が推察される．

触角指数或いは触角長はいづれも第２触角内肢が正常であるか否かを示し，値が低い程損

傷を受けている度合が大きいことを意味する．又，一般に飼育管理の悪い条件下では触角の

短化現象がおこることが知られている．ところで両指数の値とＰＡＳ陽性物質との間には量

的相関が認められず，この点よりＰＡＳ細胞は触角の損傷と直接関係ないものと考えられる．

要 約

１．クルマエビの食道上神経節腹面後部に所在するＰＡＳ細胞について体重・性別および

第２触角内肢との関連性の有無を調べた．後者に関しては指標として触角指数（触角重

×100/体重）と触角の長さを用い，複写計量法によって求めたＰＡＳ陽性物質量との相関性

を上記３項目について検討した．

２．ＰＡＳ陽性物質量と性別との間には相関が認められず，一方体重との間には，個体が

大きい程，その出現量・出現頻度が高くなる関係が認められ，この点からＰＡＳ細胞は成長

に付随して何らかの作用を受け易くなることが推察される．

３．多量にＰＡＳ陽性物質の認められた個体に関して，ＰＡＳ細胞の分泌活性を指数によ

り表現する方法を試みた．その分泌活性は成長に付随して冗進する傾向をもつことが示唆さ

れた．

４．触角指数或いは触角長とＰＡＳ陽性物質量との間には明瞭な相関が認められず，この

点からＰＡＳ細胞は触角と生理的関連性がないものと考察された．
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